
個人情報を記載した書類の誤交付について 

 

 このたび、当センターにおいて、個人情報が記載された病状説明書を誤交付するとい
う事案が発生しました。 
 このような事態を招きましたことをお詫び申し上げますとともに、再発防止に取り組
んでまいります。 
 
１ 書類に記載されていた個人情報 
  患者氏名、患者ＩＤ、診療科、診療情報等 
 

２ 事案の経過 
  患者Ａの交付書類を整理する際に、同じ病棟に入院した患者Ｂの病状説明書が混入

し、患者Ａに誤交付した。 
 

○令和５年１１月１７日（金） 
  ・複数人の看護師が患者Ａおよび患者Ｂの各書類をファイルに整理した際、患者Ａ

の書類に患者Ｂの病状説明書類が混入した。 
  ・看護師Ｃが患者Ａに、患者Ｂの病状説明書が入ったファイルを誤交付した。 
 
  ○令和５年１１月２９日（水） 

  ・退院していた患者Ａの家族が、患者Ｂの病状説明書を病棟に持参したことによ
り、本事案が判明した。看護師Ｄが謝罪するととともに、患者Ｂの病状説明書を
回収した。 

 
  ○令和５年１１月３０日（木） 
  ・看護師Ｃの上長が患者Ｂに架電し、本事案の経緯を説明するとともに謝罪した。 
 
３ 誤交付の原因 
  ・複数人の看護師が、患者Ａと患者Ｂの書類をそれぞれ整理する際、患者Ａのファ

イルに患者Ｂの書類が混入していることに気付かなかったため。また、看護師Ｃ
が患者Ａにファイルを交付する際、他者の書類が混入されていないかの確認を怠

ったため。 
 
４ 再発防止策 

  ・事案発生部署の看護師に対し、書類を整理する際、他者の書類が混入することを

防ぐため、患者１人ごとに書類を整理するよう改めて周知した。 

  ・事案発生部署の看護師に対し、書類を交付する際、他者の書類が混入されていな

いか、複数人で複数回チェックするよう改めて周知した。 
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